
漱石前期三部作 

 

 夏目漱石は、日本文学の巨匠として広く認識されていますが、

前期三部作として注目される作品が「三四郎」、「それから」、

「門」です。 

 前期三部作は、明治末期の東京を舞台に、若者たちの恋愛

や人生を軽妙洒脱な文体で描いた作品です。 

 当時の社会風俗や思想を反映しており、漱石の代表作として

広く読まれています。 

 これらの作品は、漱石の文学的進化を示す重要なマイルスト

ーンとされ、日本近代文学の発展において重要な役割を果たし

ました。 

 ここでは、前期三部作を分析しながら紹介していきます。 

  

「三四郎」の紹介と分析 

 「三四郎」は、1908年に発表された作品で、大学生の三四郎

が東京での新たな生活に適応していく様子を描いています。 



 この作品の中で漱石は、若者の心理や都市生活の喧騒とそ

の影響を巧みに表現しています。 

 また、自我と社会との関係を探るテーマが、後の漱石作品の

中心的なテーマとなります。 

 

「三四郎」あらすじ 

 小説の主人公は、若き大学生の小川三四郎です。 

 彼は田舎から東京の帝国大学に進学し、新しい生活と自由な

都市文化に触れる中で、さまざまな人々との出会いを経験しま

す。 

 三四郎は、特に同じ大学に通う先輩、野々宮さんや、その妹

のよし子、 

そして、美しいが謎多き女性、里見美禰子に影響を受けます。 

美禰子との複雑な関係が、三四郎の内面の変化を引き出し、彼

の成長と自我の確立への道のりを描いています。 

主なテーマと分析 

1. 個人と社会の関係 



 三四郎は、伝統的な価値観が色濃く残る家庭環境から解放さ

れ、東京での新たな生活を通じて自己探求を始めます。 

 彼の成長過程は、個人の自由と社会の期待との間の緊張を

反映しています。 

2. 恋愛と自己発見 

 三四郎の恋愛は、彼の内面の成長と密接に結びついていま

す。 

 特に美禰子との関係は、彼にとって自己理解と他者理解を深

める手段となりますが、同時に彼の無力感や限界をも浮き彫り

にします。 

3. 都市と田舎の対比 

 東京という新しい環境は、三四郎にとって自由と可能性の象

徴ですが、その自由がもたらす孤独や疎外感も描かれていま

す。 

 一方、田舎の生活は、制約が多いものの、ある種の安心感や

居心地の良さを提供します。 

4. 教育と知識 



 大学という知識の殿堂は、三四郎に新たな考え方をもたらしま

すが、学問だけでは人生の全てを解決できないというジレンマも

提示しています。 

 

三四郎とは 

 夏目漱石の『三四郎』は、若者が直面する内面的な葛藤や社

会的な期待とのバランスを探る過程をリアルに描いており、日

本の近代化が進む中での個人の位置づけと自己発見の旅を見

事に表現しています。 

  

 

それから 

 「それから」は、1909年に発表された夏目漱石の長編小説で

す。 

 前作「三四郎」の続編と位置づけられていますが、独立した作

品としても楽しめます。 

 主人公の長井代助は、平岡の妻三千代との関係に葛藤しな

がら、自身の生き方を探求していく物語です。 



「それから」あらすじ 

 長井代助は、東京帝国大学を卒業後、官僚の道を歩んでいま

す。 

 しかし、華やかな生活を送る中で、虚無感と焦燥感に苛まれる

ようになります。  

 そんな代助にとって、唯一の心の支えとなるのが、三千代へ

の想いでした。 

 しかし、三千代はすでに平岡と結婚しており、代助は自分の気

持ちを抑えざるを得ません。 

 ある日、代助は偶然、三千代と再会します。 

 二人は昔話に花を咲かせ、互いに変わらぬ友情を確認しま

す。 

 しかし、代助は三千代への想いを断ち切ることができず、苦悩

します。 

 一方、平岡は、妻の三千代との関係に悩み始めていました。 

 三千代は 平岡との生活にも馴染めません。 

 そんな中、平岡と三四郎は、偶然とある事件に巻き込まれま

す。 



 その事件をきっかけに、二人はそれぞれの生き方を見つめ直

し、新たな決意をすることになります。 

分析 

 「それから」は、自我と恋愛をテーマにした作品です。 

 主人公の代助は、自身の生き方を探求する中で、様々な葛藤

と苦悩を経験しす。 

 また、「三四郎」の美禰子と三四郎の関係は、当時の男女間の

恋愛観を反映しており、「それから」は現代にも通じる普遍的な

テーマを扱っています。 

作品の特徴 

 繊細な心理描写：漱石は、登場人物の心の動きを巧みに描写

しています。 

 特に、代助の葛藤や苦悩は、読者の共感を呼ぶことでしょう。 

 美しい文章：漱石は、美しい日本語で知られていますが、「そ

れから」もその例外ではありません。 

 洗練された文章は、読者に深い余韻を残します。 

 時代背景：作品は明治時代の東京を舞台にしており、当時の

社会風俗や文化が描写されています。 



評価 

 「それから」は、夏目漱石の代表作の一つであり、多くの読者

に愛されています。 

現代における意味 

 「それから」は、100年以上前に書かれた作品ですが、現代に

も通じる普遍的なテーマを扱っています。 

 自我の探求、恋愛、人間関係など、現代人も悩むような問題

が描かれているため、多くの人に共感される作品と言えるでしょ

う。 

 

 

 

「門」の紹介と分析 

 「門」は、夏目漱石が 1910年に発表した長編小説です。 

 「三四郎」「それから」に続く、前期三部作の最終作となります。 

 親友であった安井を裏切り、その妻である御米と結ばれた宗

助が、罪悪感に苛まれながらも、救いを求めようと苦悩する姿を

描いています。 



主要登場人物 

• 宗助: 主人公。旧友の安井を裏切って、その妻である御米

と結婚した過去を持つ。罪悪感から苦しみ、社会から孤立

していく。 

• 御米: 宗助の妻。旧友の妻でありながら、宗助に惹かれて

結婚する。 

• 安井: 宗助の旧友。御米の夫であり、宗助に裏切られた過

去を持つ。 

• 小六: 宗助の弟。病弱で、学費の援助を必要としている。 

• 宗助の叔父: 宗助の父の遺産を管理している。 

• 和尚: 宗助が訪れる禅寺の住職。宗助に禅の教えを説く。 

「門」あらすじ 

 東京で大学生活を送っていた野中宗助は、親友である安井の

妻・御米に恋をする。 

 二人は密かに関係を持ち、やがて安井のもとを出て心中未遂

を装い、世間を騒がせる。その後、二人は各地を放浪するが、

次第に生活は困窮し、東京へと戻ってくる。 



 ひっそりと暮らす中、宗助は弟・小六の存在を知る。 小六は父

から遺産を受け継いでおり、宗助は遺産管理人となるが叔父の

差配に困悪する。 

 しかし、気苦労の多い生活や御米の病状悪化などから、次第

に精神的に追い詰められていく。 

 そんな折、宗助は近所の資産家・坂井と知り合う。  

 坂井は宗助に好意を持ち、金銭的な援助をする。 

 しかし、御米は坂井の好意を拒絶し、宗助はさらに苦悩する。 

 御米の病状は悪化し、宗助は絶望の淵に立たされる。  

 罪悪感と絶望に押しつぶされそうになった宗助は、鎌倉のお

寺に参禅する。 

  作品は、罪の意識に苦悩する宗助の姿を通して、人間の弱さ

や愛の複雑さを描いた悲劇的な小説です。 

作品のテーマ 

 「門」は、罪悪感、自我、社会規範など、様々なテーマを扱って

います。 

 特に、罪悪感に苦しむ宗助の姿を通して、人間の弱さや葛藤

を深く掘り下げています。 



 また、社会の規範に縛られながらも、自分自身と向き合おうと

する宗助の姿は、現代の人々にも共感を呼ぶ普遍的なテーマと

言えるでしょう。 

作品の特徴 

 「門」は、漱石の他の作品と同様に、心理描写に優れていま

す。 

 宗助の複雑な心理状態を繊細に描写することで、読者に深い

共感を呼び起こします。 

 また、ユーモアや皮肉を交えた表現も特徴で、重苦しいテーマ

でありながら、読者を飽きさせません。 

評価 

 「門」は、漱石の代表作の一つであり、日本文学史上最も重要

な作品の一つと評価されています。 

 発表以来、多くの読者に愛され続け、映画やテレビドラマなど

にも翻案されています。 

魅力 

 「門」は、様々な解釈が可能な作品です。 



 読者によって、宗助の行動をどのように評価するかが異なり、

それがまたこの作品の魅力の一つと言えるでしょう。 

 夏目漱石の文学的進化と前期三部作の最後に位置付け、夏

目漱石の前期三部作は、彼の文学キャリアの中で重要な転換

点を表しています。 

 これらの作品を通じて、漱石は日本文学における心理描写の

先駆者としての地位を確立しました。 

 また、西洋文学と日本の伝統的な語り口とを巧みに融合させ、

新たな文学表現を創出しました。 

 

まとめ 

夏目漱石の前期三部作は、その文学的価値とともに、現代にお

ける多くの文学作品への影響を与え続けています。 

 彼の作品は、時代を超えて多くの読者に愛され、研究され続

ける理由は、その深い人間理解と洗練された文体にあります。 

 漱石の遺産は、日本文学のみならず、世界文学においても重

要な位置を占めています。 

 


